～育成センター（以下DC）のビジョン～

JBAは世界に通用するバスケットボール環境構築のために「世界基準を日常に取り入れる」「世界を目指す環境整備」「一気通貫」という強化育成方針を示している。これに基づき、将来日本代表となる優秀な素質を持つ選手や可能性の高い選手に定期的に良い育成環境（練習環境・指導環境）を提供して個を大きく育てることを目的としている。

U12において、以前はブロックで選手を選考してナショナルキャンプに派遣していたが、いろいろな課題も見つかり、2023年度より「選考より人材発掘と選手育成」の方針に切り替えた。

愛知県U12としては、将来各カテゴリーでの日本代表や愛知県代表、トップリーグの選手を目指すきっかけ作りの場という方針で実施していく。
　※選抜チームではなく、教室の一種という考え方

DCは、①有望・優秀な選手を集めて成長スピードを高める場、②指導者が成長する場、世代毎の指導内容や育成の考え方を共有する場、とされている。


～都道府県育成センターの目的～
■選⼿発掘 
①多くの選⼿が対象となる様に、選考する基準を寛容にする。 
②地区DCを⾏い、多くの選⼿を対象とする。
■選⼿育成：個の能⼒を⾼める。切磋琢磨することにより成⻑スピードを⾼める。
 ①刺激を与えて成⻑スピードを向上させる。 
②⾼いレベルの環境下で⾏うことで，向上⼼など意識を⾼める。 
③夢を持たせ，⽬標に変える。
■指導者が成長する場として
①DCの内容を多くの指導者に知ってもらう。　見学可能
②東海DCの内容についての伝達講習会を実施する。
